




















































































































































































同部門に並ぶ錦光山宗兵衞 17 や丹山睦郎 18 の大店は品物や店の挿絵を入れ趣向を凝ら
15 『名家歴訪録』、56－57 頁
16 『名家歴訪録』、57 頁









前期 着手期 第１期 1873～74（明治６～明治７中頃）
創成期 第２期 1873～78（明治７中頃～明治 11 末）
再編期 第３期 1879～81（明治 12～明治 14）
中期 改革期 第４期 1882～88（明治 15～明治 19）
充実と拡張期 第５期 1887～96（明治 20 年代～明治 29）
円熟期 第６期 1897～1906（明治 30 年代～明治 39）























































1885 年（明治 18）、米国のニューオリンズ万国博覧会（1884–85 年）にて一等賞金牌を
受賞し、取り組んできた製造技術の向上に対して大きな評価と自信を得た。こうした苦
闘を経て、明治 20 年代に入ると靖之と並河七宝は充実と拡張の時期（第５期）を迎
























磁』第 7 号［2006 年］、6–12 頁、および同「京都七宝─並河靖之の技法・七宝釉薬を中心に」


































































いる七宝との間に関連性を見出すことができた 29。筆者は記念館所蔵の約 1000 枚の下
画の中から関連するものを探し出し、当時製作された七宝の姿を下画の側から浮かび上
25 山本五郎『金工万国博覧会報告』（1885 年）、柿崎博孝「ニュルンベル金工万国博覧会と日本近代












図７　 下画「ニュルンベルク第 2 号図」（並河靖之
七宝記念館蔵）


















惣助は 1878 年（明治 11）年に美術品貿易商店（日本橋区新右衛門町８番地）を開業し
て外国人向けに七宝や陶磁器を販売する。そして七宝の新規軸を起こすべく、起立工商






29 Sybille Girmond, “Die Rezeption Japans: Die ,,Internationale Ausstellung von Arbeiten aus 
edlen Metallen und Legirungen“ in Nürnberg 1885,” Teil II, 2 Emailarbeiten, Ostasiatische 
Zeitschrift, Neue Serie, Nr. 6 （Herbst 2003）: 32–48; Girmond, “Metallarbeiten und Émail 
Cloisonné der Meiji-Zeit,” Kunst und Kunsthandwark Japans im interkulturellen Dialog （1850–
1915）, herausgegeben und eingeleitet von Franziska Ehmcke in Zusammenarbeit mit dem 
Japanischen Kulturinstitut Köln, Iudicium, 2008, p. 177–218.












































































































種類 挿絵（墨線） 下画（着彩あり見本図） 挿絵（墨線） 七宝
製作年代 1897 年（明治 30） 1897 年（明治 30） 1899 年（明治 32）
高さ 一尺三寸余（約 40㎝） 37.8㎝ 一尺三寸餘（約 40㎝） 36㎝
胴張 八寸五分（約 24,5㎝） 25.6㎝ 八寸五分（約 24,5㎝） 25㎝
技法 有線製 有線七宝技法 有線製 有線七宝
地色 瑠璃地 農紺色 黒地 黒色





































































































































































英国人写真家のポンディングは、『In Loutus-Land Japan』（1909 年）にて、自分が撮
影した並河邸の写真とともに訪問記を綴っている 55。彼は 1910（明治 43）年に南極探
51 『シドモア日本紀行』、359 頁。

































































































64 たとえば『店日誌』の明治 42 年 7 月 20 日条には、画家の Walter Tyndale が庭園のスケッチに
訪問した様子が記されている。この時に描かれたと考えられる挿絵が、Harriet Osgood Taylor, 
Japanese Gardens （New York: Dodd, Mead & Company; London: Methuen & Co., 1912） にみえ
る。
65 『店日誌』明治 42 年 7 月 15 日の記述以降、「ラング婦人」なる人物が約１ヵ月、並河邸で七宝研
究に励んでいる。遡って 4 月 16 日の午後にも記事がある。彼女は紹介者の黒田清輝（1866–1924）
がフランスに留学した時の旧友である。
66 『店日誌』明治 42 年 7 月 24 日、シッドモアが屏風を見に来訪し、靖之と会っている。靖之は骨董
などの美術品の蒐集にも熱心で、この日の訪問の目的は七宝ではなく、靖之愛蔵の屏風であっ
た。なお、シッドモアの足跡は『芳名帳』の最初の頁の 1 行目に「19th. Oct. 1892 Eliza 
Ruhamah Scidmore, Washington, D.C.」と記されている他、『店日誌』と『家日記』にみえる。
67 武藤夕佳里「明治のニッポンを旅した外国人と庭園─並河靖之の巴里庭を中心に」『庭園学講座
























1877（明治 10） 第６回京都博覧会 特別表状
1978（明治 11） 第３回パリ万国博覧会 銀賞牌 銀製七宝茶入、銅七宝茶入、
壺、茛具、香爐、花瓶、盃
臺、蓋物、布巾差など
1978（明治 11） 愛知博覧会 銅賞牌
1978（明治 11） 第７回京都博覧会 特別賞状
1879（明治 12） 第８回京都博覧会 有功銅牌 壺、皿、燭台など
1880（明治 13） 第９京都博覧会 妙技銀賞牌
1881（明治 14） 第２回内国勧業博覧会 二等有功賞牌（銅） 銀や銅を素地とし花生を多彩
な図柄のバリエーションで製
作し、巻茛刺なども出展。
1881（明治 14） 第 10 回京都博覧会 有功銀賞牌
1882（明治 15） 第 11 回京都博覧会 有功金賞牌
1882（明治 15） 奈良博覧会 一等金賞牌
1883（明治 16） 奈良博覧会 一等金賞牌
1883（明治 16） アムステルダム国際植民地万国博覧会 銀賞牌
1884（明治 17） 第 13 回京都博覧会 特別金賞牌






1885（明治 18） 第 14 回京都博覧会 銀賞牌
1885（明治 18） 奈良博覧会 一等金賞牌
1885（明治 18） ニュルンベルク金工万国博覧会 銀賞牌 七宝三種
1885（明治 18） ロンドン万国発明品博覧会 銅賞牌
1886（明治 19） 第 15 回京都博覧会 記念賞・名誉記念
状
1886（明治 19） 奈良博覧会 一等金賞牌
1887（明治 20） 京都新古美術会 名誉記念牌
1888（明治 21） バルセロナ万国博覧会 銀賞牌
1889（明治 22） 美術展覧会（東京日本美術協会） 銀賞碑
武藤 夕佳里
40
1889（明治 22） 奈良博覧会 一等金賞牌
1889（明治 22） 第４回パリ万国博覧会 金賞牌
1890（明治 23） 美術展覧会（東京美術協会） 一等金賞牌
1890（明治 23） 京都美術博覧会（京都美術協会） 一等金賞牌




1891（明治 24） 京都工業物産会 一等金賞牌
1891（明治 24） 東京美術展覧会 銅賞牌
1892（明治 25） 京都美術工芸品博覧会 金牌功労賞
1893（明治 26） 第１回大阪美術展覧会 銀賞碑
1893（明治 26） 香川県第二回内国益品縦覧会 有功賞状
1893（明治 26） 東京美術招会 銅賞牌
1893（明治 26） シカゴ万国博覧会 優等賞牌（銅）
1894（明治 27） 京都美術工芸品博覧会 一等金賞牌
1895（明治 28） 第４回内国勧業博覧会 妙技一等賞牌 七宝壺（花鳥ノ図／七宝四季
花鳥壺）・妙技一等賞
1895（明治 28） 五二会京都物産品評大会 一等金賞牌
1896（明治 29） 新古美術品展覧会（京都美術協会） 一等金賞牌
1896（明治 29） 五二会全国品評会 有功金賞牌
1897（明治 30） 新古美術品展覧会（京都美術協会） 一等金賞牌
1899（明治 32） 五二会全国品評会 有功賞銀牌
1900（明治 33） 全国貿易品博覧会 金賞牌
1900（明治 33） 第５回パリ万国博覧会 金賞牌 七宝四季花鳥図花瓶
1901（明治 34） 第１回全国生産品博覧会 銀賞牌
1902（明治 35） 第２回全国生産品博覧会 銀賞牌
1903（明治 36） 第５回内国勧業博覧会 二等賞牌 竹図七宝筒型花瓶・二等賞　
金線七宝竹図花瓶
1904（明治 37） セントルイス万国博覧会 金賞牌 第 14 部で金賞受賞　七宝花瓶
花模様、七寶花瓶藤模様
1907（明治 40） 五二会全国品評会 名誉牌
1910（明治 43） 日英博覧会（ロンドン） 金賞牌 山水花瓶・桐の紋花瓶
1911（明治 44） 全国窯業品共進会 銀賞牌
1912（明治 45） 全国美術工芸品博覧会 銀賞牌
1915（大正４） 大典記念京都博覧会 記念牌
並河靖之と万国博覧会
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